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第 3 回笠周地域振興計画策定委員会における意見と行政の考えについて 
 
 

【基本計画について】 
 
○６ページ 飯地町の概要に飯地特産品「ピュアホワイト（とうもろこし）」を入れる。 
・変更する内容の詳細について、各振興事務所を通して１０月末までに提出してくださ

い。 
 
○10 ページ 宿泊施設として望郷の森を入れたらどうか。 
・「望郷の森の活用」という文言を組み入れます。 
 
【実施計画について】  
 
○テント村の整備に管理棟を含めてほしい。（前の会議では入ることになっていた） 
・平成 27 年度にコテージの整備と合わせて修繕するよう変更します。 
 
○アンテナショップを KITTE に出展したい。 
・3 町では KITTE に出店するには規模が小さく、全市的、広域的に取り組む事業と捉

えています。リニアまちづくり構想にも掲載予定なので、そちらで検討していきます。

（市だけでなく東濃一体で考えていきます。）計画書のその他の取り組みに「アンテナ

ショップの設置検討」と掲載したらどうでしょうか。 
 
○飯地町の五毛座のトイレ改修、駐車場の整備をお願いしたい。 
・五毛座は地域の利用が主になるので、地域事業として次期地域計画にて検討していた

だきたい。 
 
○飯地町の親水公園とポケットパークについて前回の会議で 3 町合同事業として取り

上げることになっていたが、掲載されていない。 
・親水公園は、飯地町独自の事業と考えます。振興計画では 3 町の事業を優先すること

にしていますので、地域事業として検討していただきたい。 
・ポケットパークにおける軽トラ市の開催は、新丸山ダムのバイパスの開通に合わせて

検討するべきと考えます。計画書のその他の取り組みに「新丸山ダムバイパス整備によ

る道の駅の検討」と記載したらどうでしょうか。 
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○テント村はドコモの電波が入らない。鉄塔を設置してほしい。 
・テント村の携帯電話不感地域の解消ついては地元自治会からの要望が出ており、市長

名で平成24年8月にNTTドコモに要望しておりますのでよろしくお願いいたします。 
 
○ふるさと活力活性化協力隊の延長はできないか。 
・「各地域 2 名以内、雇用期間の延長 3 年以内」につきましては、人件費の増大や隊員

の恒久的な雇用保障はできないことから、現規定は妥当と考えます。しかし、2 名の雇

用が終了した後の、同一地域の新規配置については、市外からの若者の転入は重要であ

るため、今後、配置を可能とする方向で検討していきます。 
 
○北分署について検討課題として残したらどうか。 
・北分署については整備しない方針として、恵南地区を含めた市内全体の消防体制につ

いて、行財政改革審議会で議論してまいります。 
・市としては、ドクターヘリの積極的な運用や救急車のドクターカー的運用、新東雲橋

の架橋などによる時間短縮などの検討を行い、救命率の向上に努めます。 
 
○林道の新設はどうしても行ってほしい。 
・整備すると約 7 億 5 千万円かかるので、費用対効果を考えると現実的に整備は難しい

です。北ルートの主な目的が、災害時のバイパス機能、観光の周遊ルートの確保であり、

生活道路としての恒常的な交通量が見込めないため、既存の林道を改良するのが適切と

考えます。 
 
○なごみの家の整備は指定管理者制度で整備できないか。 
・類似施設である岩村町の「茅の宿とみだ」を事例として整備を行いたいと思います。

整備方法については、市の建物として整備するか、地元団体等に補助金を交付して整備

するかよく精査する必要があります。また、維持管理費は地元負担となりますので、継

続的に運営していただくため、現在ある建物を修繕するなど、なるべく小規模な整備を

お願いしたいと思います。 



笠周地域振興計画におけるソフト事業の提案 

 
【定住支援関係】  
 
○３町合同の婚活イベントの開催 
・地域との協働事業による婚活イベントを実施する。 
 
【福祉関係】  
 
○買物支援事業 
・市内業者と協力し、宅配を含めた移動販売車の運行。その他、安否確認、簡易な家事

サービス等を取り入れた日常的な支え合いも行う。 
 
○移動支援事業 
・中野方町のおきもりのような移動支援について各町においても検討する。 
 
○独居老人見守り事業 
・笠置町が平成 25 年度から始める見守り事業を各町においても検討する。 
 
【観光関係】 
  
○自然体感ツアーの商品化（リニア構想） 
・リニア構想の事業と連携して、笠置山を中心としたボルダリング体験、テント村での

宿泊などを組み入れたツアーを企画する。 
 
○笠周地域独自の商品開発 
・ユズ、クリ、ピュアホワイトなどを利用した商品開発を研究し、付加価値を付けて道

の駅などで販売する。 
 
○クラインガルデン（滞在体験型宿泊施設）の整備検討（リニア構想） 
・遊休農地の利活用し、交流人口の増加・農村の活性化を目指すため、クラインガルデ

ン（滞在体験型宿泊施設）の整備の可能性を検討する。 
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